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はじめに
　当病棟では、治療の一貫としてバルンカテーテルを
留置し、閉鎖式導尿バック（以下ウロガードと略す）
を使用する患者が多い。
　私達は日頃患者がウロガードを持ち歩く姿や、ベッ
トサイドに下がっていることに特に違和感を感じなく
なってきていた。しかし、患者が食事や外出をする際
ウロガードを目立たない様に紙袋に入れたり、衣服で
隠そうとする姿を目にし、私達が想像する以上の董恥
心があるのではないかと考えた。
　そこで、尿に対する面恥心についてアンケート調査
を行いウロガードカバーの工夫をすることで董恥心を
少しでも軽減出来る方法を検討したので報告する。
研究方法
1．期間：平成8年4月～平成8年8月
2．対象：ウロガード使用者　　20名
　　　　　ウロガード未使用者　20名
3．方法
　①尿、ウロガードに対する意識調査
　②ウロガードカバー使用後の患者の意識調査
結果・分析
1．患者40名（ウロガード使用者20名、未使用者20名）
　の尿に対する意識調査（複数回答含む）
1）あなたの尿に対するイメージを教えて下さい。
　・汚い、人には見られたくない。
　・体内の汚水であり、排泄物なので汚いという印象
　　が強い。
　・汚い物、特に色のついた尿はより不潔に感じる。
　・汚い物ではないと思うが色彩により拒絶したい。
　・汚い、臭いというイメージを持っていたが、健康
　　のバロメーターと思うようにしている。
　・健康のバロメーターであることはわかるが、きれ
　　いな感じは持てない。
　・自分の体調の表われとして大切なものと思ってい
　　る。
　・特に他人に見せるような物ではないと思う。
　・自分の尿を汚いと思っているので他人のものは余
　　計に汚いと思う。
　・出来る限り、人目にはさらして欲しくないもので
　　ある。
　・同じ排泄物でも便に比べてみればきれいなイメー
　　ジである。
1）のアンケート結果から、40名中14名の人が汚いと感
　じている。その反面15名の人が健康へのバロメータ
　一でもあると感じている。
2）ウロガードに対するイメージを教えて下さい
　①ウロガードを下げて歩くことをどう感じています
　　か。　（ウロガード使用者）
　　・面会の人に見えないようにガウンの中へしまう
　　　が、はみ出してしまい、とても不便である。
　　・血尿の時は見たあも悪く、蓄尿袋を衣類の上に
　　　出ない様にしてほしい。
　　・外出したいが、恥ずかしいので我慢している。
　　・食事をする時、他の患者さんに遠慮してしまう。
　　・病院外では、他人に尿の袋を見せることは、相
　　　当に勇気がいる。
　　・病院の中では、大して気にはならないが、出来
　　　れば衣類の中へ隠したい。
　　・泌尿器科の病棟においては、特に気にならない。
　②ウロガードを使用している人を見てどう感じてい
　　ますか。　（ウロガード未使用者）
　　・尿が見えるのは、とても不快な感じがする。
　　・来客用ロビーや、食堂内、又は食事時間には、
　　　隠して欲しい。
　　・食堂で見えるのは、食べ物がまずくなる。
　　・中身が見えない袋を考えて欲しい。
　　2）のアンケート結果から、ウロガードを使用して
　いる人は、できれば尿を人に見えないようにしたい
　と感じている。又、ウロガードを使用していない人
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は、不快感をなくす為、尿が見えないような工夫を
して欲しいと感じている。
　1）、2）のアンケート結果から、患者のニーズをみ
たすためにウロガードカバーを作成した。　（付録参
照）
2．ウロガードカバ一重用後の意識調査
1）ウロガードカバーを使用してどう思いましたか。
　　　　　　　　　　（使用者10名、不使用者10名）
　・見舞客など他人に対する気嫌がなくなった。
　・面会の時、相手に蓄尿袋だとわかっても、黄色や
　　ピンクの液体をポチャポチャと見せなくてすむ。
　・こんなに赤い尿が出ているので、カバーがあると
　　外に出る時ありがたい。
　・室外への散歩や検査、外来に行く時の抵抗が軽減
　　された。
　・以前、他病院でビニール袋に入れていましたが、
　　カバーの方が、はるかに見た目が良い。
　・室外の散歩等にも気軽に行き易くなった。
2）ウロガードカバーを使用している人を見てどう思
　いましたか。
　・尿が隠れて中身が見えないので、とても清潔な感
　　じがする。
　・食事の時に尿が見える不快感が改善された。
　・患者さんに対する看護者側の優しさを強く感じた。
1）、2）の結果から、ウロガードカバーを使用すること
で、室外への散歩や検査・外来に行く時の抵抗が軽減
され、食事の時の不快感も改善されたと感じている。
これらのことは、患者のQOLを向上させる一助とな
ったのではないか。
考察
　蓋恥沁・とは、個人の私的な部分が他者にさらされた
時に生じる「恥ずかしい思い」である。
　今回私達は、患者がウロガードを衣服で隠そうとし
ている姿を目にして、差出d・に対する疑問が湧いた。
そこで、患者に尿に対しての意識調査を行った。尿に
対する意識として、患者は看護者と同様に「大切なも
の」と感じている反面「汚い」、「人に見られたくな
い」、「恥ずかしい」というもう一つの感情を抱いて
いた。
　吉武は、　「排泄という行為に対し、董恥L・の対象と
成り得るものは、①排泄している姿を見られること、
②排泄に際して露出される性器および肛門を見られる
こと、③排泄された物を見られることの3つである」
と述べている。今回の調査結果をみると③の「排泄さ
れた物を見られること」に該当する。
　排泄に対し、董恥i・を持つということは人間が感じ
るごく当り前の感覚である。しかし、私達看護者は
「長く病院という場に身をおくと、検査・診断・治療
という非日常的な世界で、知らず知らずに生活者とし
ての感覚を失ってしまいがちである。」と近森は、述
べている様に、私達は尿を持ち歩く姿を、非日常的な
事としてみなくなっていた。尿を見られることは、患
者にとって非日常的であるのに対し、尿が見えている
ことが私達看護者にとっては、日常的なものとして感
じてしまっていた。このように、日常的感覚の「ず
れ」が生ずることで、患者の本当の思いに直接触れる
事ができず、毎日を過ごすことになりかねない。この
研究を通し、私達看護者が、人間としての日常的な感
覚を見失わず、患者が自分らしく入院生活が送れるよ
うに細い点にまで配慮した看護の必要性を再認識した。
おわりに
　今回私達は、尿に対する董恥心にポイントをしぼり
検討して来たが、患者のニーズは多様であり、はかり
しれない。その様な中で、看護者としての姿勢を日々
ふりかえり、看護の視点を高めて行きたい。
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付録
〈改良後のウロガードカバー〉
②ワンタッチホック
①巻きスカート型
③防水シート
④病衣（綿素材）
工夫した点
①巻きスカート型：
②ワンタッチホック＝
③防水シート　　　：
④病衣（綿素材）　：
着脱が簡単にでき、尿観察、尿破棄が容易にできる。
着脱が簡単にでき使いやすい。
尿による汚染が防止できる。
病衣と同素材の為、保護色となりカバーとして目だちにくい。
洗濯がし易い為、清潔が保てる。
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